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1　は　し　が　き

リンゴのわい化栽培団地では，大面積を小人数で経営す

る場合が多く，摘果や着色管理，また収穫には雇用労働力

に頼ることが多い。特に摘果作業については，雇用人夫の

経験不足等から，過着果あるいは過剰摘果となろことがあ

り，収益の減少や隔年結果，品質の低下を招く例も多い。

このため，リンゴわい性樹の適正な着果壷を決定するため

の簡易な方法が必要であり，今跡は側枝の径及び新梢長と，

桑枚数，葉面積の関係について検討を行った0

2　調　査　方　法

7年生のM26台，M9台，及び6年生M27台の，ふじと

ジョナゴールドを調査した。なお，ふじは参考のために24年

生マルバカイドウ台樹の側枝についても調査した。

調査樹は生育が中庸な1樹を選び．新梢伸長が停止した

蓑1　桑枚数と薫面積
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8月に，彙枚数及び彙面積を枝別に測定した0

なお，着果量は5項目1果となるように，あらかじめ調

整しておいた。

3　結果及び考察

（1）彙枚数と葉面積

ふじでは，7年生のM26台樹で7，324枚（10・45〝′），M9

台で6，752枚（9．37〝′），6年生のM27台樹では3，947枚

（5．59扉）の葉があった。小葉まで含めた1菓当たりの平

均葉面掛ま，14d前後あり，台木間の差は無かった。

ジョナゴールドでは，7年生のM26台樹で4．392枚（10・75が），

M9台樹で4．740枚（10．70〝′），6年生のM27台樹で2．660枚

（5．59〝′）の葉があった。1葉当たりの平均幸面軌は，肌

27台樹でやや小さいものの，22d前後となり，台木間の差

は小さかった。
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（2）新梢の長さ別の本数と葉面積

M26台樹について，新梢の長さ別に幸面積を測定したと

ころ，ふじでは，長さ5cmまでの新梢が本数では683％を

占めたが，葉面積では21・0％と少なかった。ジョナゴールド

も同様に，本数では63．7％を占めるが，葉面積では19・梢

にすぎなかった。長さ5～10仇の新梢は，両品種ともに少

なかった。一方，長さ20卯から30仇の新梢本数は少ないも

のの，葉面積ではふじが14・5％，ジョナゴールドで20・7％

を占め，更に，長さ30cmを超える新梢では．彙面積がそれ

ぞれ49．6％，39．7％と多くを占めた。これら徒長枝的な新

梢は，伸長初期には栄養消費的な生長を，後期には同化作

用を行うものと考えられ，果実生産にどのように寄与する

かの検討が必要である。
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ふじ／M26の新梢の長さ別本数と葉面槙の分布
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図2　ジヲナゴールド／M26の新梢の長さ別本数
と葉面積の分布

（3）側枝の横径と葉面積

M26台樹について，側枝ごとに築面積を測定した。これ

らは，樹齢7年生で，通常の努定を行い，側枝の強い切り

返しはしていない。その結果，ふじ，ジョナゴールドとも，

側杖の直径と菓面積との間に高い正の相鯛が認められた。

γ膏薬面積軋父を側枝の直径とすると，それぞれγ＝4728：に

－2961，γ＝8119二℃一紙82の回帰式が得られた。

次に，樹齢7年生のふじ川樹　ジョナゴールド13樹につい

て，頂芽数を計測し，先に得た回帰式によ　側枝の太さから

東面境を求めたところ，摘果強度を5項芽1栄とした場合の

1果当たり葉面軌よ，それぞれ1，659fd，1．869dとなった。

また，ふじのl襲当たり葉面積を14d，ジョナゴールドを22d

とすると，1果当たり葉枚数はそれぞれ118枚．85枚となる。
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以上のことから，直径2．5‘¶ぐらいまでの，強い切り返

しをしていない側技では，着果量決定の目安に，側枝径を

用いろことができる。

なお，今回の調査は．側枝径が2・5亡椚程度までのものが

主体であり，樹齢が進み，更に側枝が太くなった場合や，

強い切り返し努定を加えたような枝については未検討であ

るが，その側枝から発生する二次側枝で対応するなどの方

法が考えられ，史に調査を加えたい。

4　ま　　　と　　　め

7年生のM26台．M9台及び6年生のM27台のふじ，

ジョナゴールドについて，側枝径及び新梢長と．葉枚数，

葉面積の関係について解析を行った。

1築当たり弟面軌ま，ふじが約14cd，ジョナゴールドが

約22【虞であったが，台木間の差は少なかった。

M26台のふじ及びジョナゴールドの新梢は，5mまでの

短い枝の本数が多いものの，彙面積では両品種とも20％程

度で少なかった。一万，30虎以上の新梢は，本数は少なか

ったが，彙面軌はそれぞれ50％，40％の高比率であった。

5～10mの新梢はともに少なかった。

直径2，5澗程度までの，強い切り返しをしていない側枝

では，側杖の直径と，葉枚数，葉面積との間に高い正の相

関が認められた．このことから，側枝の太さは，着果量を

決める目安として応用し得る。




